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オンデマンド・コンピューティング
を“マネジメント”

米国コンピュータ・アソシエイツ・イ

ンターナショナル（CA）は今年7月、米

国ラスベガスで開催された「caworld

2003」カンファレンスにおいて、「マネ

ジメント･オンデマンド･コンピューテ

ィング」戦略とそれを実現する新技術

を発表、ソフトウェア･ベンダーとして

ユーティリティ･コンピューティング市

場へ参入した。

CAでは、ユーティリティ･コンピュ

ーティングのコンセプトを「オンデマン

ド･コンピューティング」と呼び、オン

デマンド･コンピューティング環境を

“マネジメント”するというアプローチ

で市場展開する。

同社が管理ではなく“マネジメント”

と表現するのは、その言葉の意味が

違うからだという。この“マネジメント”

の定義について、コンピュータ･アソ

シエイツ（CA）の代表取締役社長、三

ッ森隆司氏は「われわれの言うマネジ

メントとは、システムを能動的に監視

し、安全で快適な環境に整備してビ

ジネスの成功につなげることを意味

する」と語っており、その意味を含め

て同社を「マネジメント･ソフトウェア

の会社」と位置づけている。

また、CAが提唱するオンデマンド･

コンピューティングについて、米国CA

の会長兼最高経営責任者（CEO）、サ

ンジェイ・クマー氏は、「ユーティリテ

ィ･コンピューティングあるいはアダプ

ティブ･インフラストラクチャ、e-ビジネ

ス･オンデマンドと呼ぶ会社もあるが、

基本となる考え方は同じ。重要なの

は、需要と供給のバランスをいかに保

つかということであり、その結果とし

て、いかに最大限のコンピューティン

グ能力を生み出せるかに尽きる」と述

べており、オンデマンド･コンピューテ

ィングの環境を実現するということは、

企業や組織が、ビジネスとテクノロジ

ーの関係性を再考することにほかな

らないという。そして、その動きが、

ベンダー／ユーザーを含めて業界全

体に大きな変革をもたらしつつあると

いう。

つまり、CAではオンデマンド･コン

ピューティングと呼ばれるユーティリ

ティ的なIT活用を、変革ととらえてい

る。これは、企業や組織が必要とす

るコンピューティング･パワーやキャパ

シティ、サービスレベルを明確化する

には、ビジネス･プロセス全体にわた

る検討が必要になり、その結果として、
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ビジネス･モデルやコア･コンピタン

ス、提携先の選択などに大きな影響

を及ぼす可能性があるからだ。さら

に、ビジネスを検討・再考するなかで、

新しいビジネスや戦略、提携が生ま

れる可能性もあるという点で、企業や

組織にとってはビジネス･チャンスで

もあるという。

マネジメント・プラットフォーム
の基本原則

CAでは、サービスとしてのITリソ

ースの提供、自己管理インフラ、サー

ビス指向アーキテクチャといった3つ

の要素に基づいて、「マネジメント･オ

ンデマンド･コンピューティング」を実

現する計画だ。この3つの要素はCA

のマネジメント･プラットフォームの基

本原則とでも言うべきもので、今後同

社が提供する製品および技術に適用

されることになる。

サービスとしてのITリソースの提供

サーバやストレージなどを仮想化

することで、IT資源をサービスとして

ユーティリティ的に利用できるように

なる。サービス化することによって、

IT資源の検知や定義、サービスレベ

ルの最適化・保証などが可能になり、

動的なプロビジョニング環境が実現さ

れる。

自己管理インフラ

サービス指向のシステム環境では、

変化に対応するために、ビジネス･ニ

ーズに応じたマネジメント･インフラの

拡張性や基本コンポーネントのインテ

リジェント性が必要になり、ITインフ

ラの自己管理によって、サービスに基

づく監視や構成要素の動的プロビジ

ョニングなどが可能になる。

サービス指向アーキテクチャ

特定のシステム･プラットフォームに

依存しないサービス指向アーキテク

チャによって、最適な技術の選択肢が

提供されるだけでなく、ネットワーク

やシステムの柔軟な管理、総所有コス

ト（TCO）の削減、新規アプリケーシ

ョン導入時の信頼性向上が実現で

きる。

クマー氏によると、今後CAでは、

テクノロジーをサービスとして提供す

ることと、インフラの自己管理を実現

する技術分野に経営資源を投入する

計画で、それによって製品群の多くが、

イノベーション→新しいテクロノジー

→新しい製品といったサイクルで開発

されていくという。

サービス指向アーキテクチャ上
で実現

サービス指向アーキテクチャは、マ

ネジメント･プラットフォームをシンプ

ル化するための基盤となり、このアー

キテクチャに沿って技術を円滑に実

装していくことで、「マネジメント･オン

デマンド･コンピューティング」を実現

する（図1参照）。

ここで重要な要素になるのが、

Webサービス･インタフェースとデー

タ･トランスペアレンシー･サービスと

いう2つのレイヤで、ユーザーはこの2

つのレイヤを構築しながら、同時に

ITインフラを整備していくことになる。

これらのレイヤは、提供されるサービ

スに影響を与えることなく、インフラと
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図1：CAのサービス指向アーキテクチャ
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なるソフトウェア製品の変更や拡充を

行なうための緩衝帯として機能し、シ

ステム環境全体に柔軟性をもたらす。

データ･トランスペアレンシー･サービ

スでアプリケーションのコンポーネント

が切り離され、ユーザーに対するサー

ビス提供は、その上のWebサービス･

インタフェースを通して行なわれる。

現在CAでは、この2つのレイヤを技

術的に非常に重要な要素として位置

づけており、マネジメント･プラットフォ

ームの構築に際しては、実際のITイン

フラに影響を及ぼさない形で、ユーザ

ーニーズに迅速に対応していく計画だ

という。

マネジメント・ソリューション

CAが今年7月に発表したマネジメン

ト・ソリューションは、エンタープライ

ズ・システムやWebサービス･システム

のパフォーマンス、信頼性、セキュリテ

ィを向上することを目的としており、ユ

ーザーのシステム環境の成長に合わ

せて、サービスレベルの最適化に必要

となるインテリジェントな自動管理機能

やセキュリティ機能が提供される。

BrightStor Process

Automation Manager

ビジネス･ニーズに合わせて、マル

チプラットフォーム環境でストレージ・

リソースの配分とプロビジョニングを自

動化する。ストレージ・プロビジョニン

グやポリシー駆動型バックアップ、災

害復旧などの処理に対して、最適化さ

れたテンプレートが提供されるほか、

ドキュメント作成ツールやポリシー／

手続きを自動化するツールも提供さ

れる。

eTrust Vulnerability Manager

資産ベースの脆弱性管理アプライ

アンスで、エンタープライズ規模のシ

ステム環境において整合性を損なう

可能性がある脆弱な箇所を自動的に

検出し、監視能力とセキュリティ対応

力を向上する。

Unicenter NSM Option for

VMware Software

インテル･ベースのLiunxおよび

Windowsプラットフォーム上の仮想マ

シン環境を監視する製品で、サービ

ス･レベル基準に合わせてリソースの

追加時期を決定する。

Unicenter NSM Dynamic

Reconfiguration Option

必要に応じてVMwareの仮想マシ

ンの管理と動的プロビジョニングを行

なう。

Unicenter WSDM 3.0

あらゆる環境でホストされるネット

ワーク・レイヤ上のWebサービスを管

理する製品で、Webサービス・トラン

ザクションのサービス特性を検知・監

視し、収集したデータをもとに警告閾

値を自動的に設定する。これによって、

技術的な問題に事前に対応できるよ

うになり、サービスの中断を防ぐこと

ができる。また、J2EEと.NETの両方

をサポートし、Webサービスの実行と

停止、リダイレクトなど、基幹となるサ

ービスを制御する機能を提供する。

Unicenter Management for

.NET Framework version 3.0

ASP.NET仕様をサポートし、.NET

Frameworkのコンテキスト内で展開

されるWebサービスを包括的に監視

する。Webサービスの検知、詳細な

計測、ビジネスに関するサービス･レ

ベルのレポート、状態およびパフォー

マンス・レポート、容量使用率、警告

などの機能を提供する。

次世代技術“Sonar”

オンデマンド・コンピューティングを

マネジメントする際の重要な機能の1つ

に、ITインフラをビジネス･プロセスに

自動的にマッピングする機能がある。

この機能を利用すれば、企業や組織

はニーズに合わせてITリソースの配

分に優先順位を付けることができ、そ

の結果、ITインフラをより効果的かつ

即応的に活用できることになる。

CAでは、ITをサービスとして提供

するためには、ITリソースの配分を正

確に優先順位づけし、ビジネス･プロ

セスの観点からITインフラを管理すべ

きだと考えている。そのためには、ネ

ットワーク上のトランザクションとトラフ

ィックを監視し、ビジネス･プロセスの

マップと、それに対応したITインフラ

の関連づけに必要な情報を動的に収

集する必要があるが、これを実現する

のがSonar（開発コード名）と呼ばれる

技術だ（図2、画面参照）。

Sonarは、今年7月に米国で開催され

たcaworld 2003において、次世代オン

デマンド・コンピューティング技術として

発表された。高度なITリソース検知機

能を提供する技術で、防衛関連企業の

レイセオンから買収したソフトウェア技

術をベースに開発されている。

CAによると、現在のITリソース検

知技術が、ネットワークとエレメント･

レベルでインフラを検知するだけで

あるのに対し、Sonarは、ビジネス･プ

ロセス･マップを生成するとともに、ネ

ットワークやシステム、アプリケーシ

ョン上を流れる情報を自動的に収集

し、その相関関係を分析するという。

これによってユーザーは、ITインフ

ラに障害が発生した場合の原因分析
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や、ビジネスに対する影響度の査定を

迅速に行なうことができるようになる。

また、ビジネス･プロセスの重要度に

基づいて、それをサポートしているIT

インフラのコンポーネントの増強・拡

充を事前に判断できるようになる。

Sonarの主要機能

ビジネス･プロセスの

動的マッピング機能

Sonarには、アプリケーションやその

アプリケーションをサポートしている機

器を自動的に検知するコレクター技術

が装備されている。リソースに関する

情報が収集されると、Sonarはそれを

使って動的にビジネス･プロセス･マッ

プを生成する。そして、ITインフラの

状態が変更されると、パッシブにトラ

フィックを捕捉するか、あるいはアクテ

ィブにトランザクションを生成して送出

し、追跡する方法のいずれかで、

Sonarの“自動認識”機能がビジネス･

プロセス･マップを動的に更新する。

先進的な分析機能

Sonarでは、ITインフラをマップする

だけではなく、ビジネス･プロセス上の

データ･トラフィックを分析・診断する方

法も提供される。この情報によって企

業や組織は、パフォーマンスやトランザ

クション・イベント、ネットワークやセキ

ュリティ・イベントがなぜ発生したのか

を判断でき、それらが再発しないよう

に予防措置を講じることもできる。ま

た、この機能をビジネス･プロセス･マ

ッピング機能とともに使用することで、

ビジネス･プロセス上の問題の根本原

因を迅速に特定できる。

自己管理

インフラをビジネス･プロセスにマッ

ピングし、データ・トラフィックを分析

するSonar技術を利用することで、頻

繁に問題が発生するネットワークやア

プリケーションのコンポーネントを迅

速に特定したり、監視できるようにな

る。また、インフラの最適なパフォー

マンスを維持するために必要となる

適切なポリシーとともに、管理対象の

リソースを要求されている場所に正

確に配置する。さらに、Sonarはビジ

ネス･プロセスとそれをサポートする

ITリソースを関連づけ、1,700以上の

プロトコルと情報ソースに基づいて、

ネットワーク上のトラフィックを監視・

分析する。これによって企業や組織は、

正確なリソース･マップを迅速に生成

でき、そのマップはリソースの配分が

変更されるまで保持できる。このほか、

先進の分析機能を使用して、ネットワ

ークの不適切なトラフィックや使用を

自動的に検出することもできる。

現時点で、Sonar技術の一部はすで

に、Unicenterマネジメント・ソリューショ

ンに搭載されている。CAは、今年7月

の発表時点では、あまりその詳細を明

らかにしなかったが、今年9月には、

Sonar技術を搭載した最初の製品

「Unicenter Network Forensics」が

出荷された。これはネットワーク･トラフ

ィックについての情報を収集し、そのデ

ータを分析するITマネジャー向けのソフ

トウェアである。また、CAはSonar技術

搭載製品の第二弾として、「Unicenter

Network Diagnostics」と呼ばれるネッ

トワーク診断ソフトウェアを来年出荷す

る予定だ。この診断ソフトウェアは、ネッ

トワーク･トラフィックのパターンをリアル

タイムで検査・診断し、履歴データと比

較して、パフォーマンスのベンチマークを

生成する。さらに第三弾として、企業内

のシステム環境のリソースをマッピング

し、グラフィカルなビューで表示する

「Unicenter Business Process Maps」

を、来年上半期に出荷する計画だ。
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図2：CAのSonar技術

画面：Unicenter NSM for VMware Administrator


